
■ 友人たちの歩いた道のりを伝えたい 
ＮＰＯ現代座 理事長 木村 快 

 わたしは以前、ある雑誌の依頼でハンセン病元患者を紹介する連載をしたことがきっかけで、熊本・鹿児島の

療養所に多くの友人ができました。 

 わたしの本業は芝居の台本を書くことですが、芝居の台本は人間を書く仕事ですから、仕事の性格上、学者

や弁護士とは違った次元で人の運・不運、社会正義といった問題について考えさせられます。どんな差別も同じ

ですが、差別を本当になくすには道徳的な判断だけでなく、差別がどうして起こったのか、なぜ気づかずに過ごし

てきたのかを、わたしたち自身の問題として考えてみることが必要です。 

 ハンセン病の問題を考えることは障害者や社会的弱者の問題を考えることとまったく同じで、共に生きるという二

十一世紀のノーマライゼーションのあり方を探っていく道だと思います。 

■「多摩川エコモーション」について 

東京学芸大学は、平成 17 年から「持続可能な社会づくりのための環境学習活動～多摩川バイオリージョン

におけるエコミュージアムの展開～」をテーマに教育プロジェクトを展開しています。これは文部科学省現代的教

育ニーズ取組支援プログラムに採択されたものです。 

 「多摩川エコモーション」と名付けたこのプロジェクトでは、首都圏の様々な地域で学芸大学の学生が地域の

人たちと協力しながら、授業を通じて地域課題の学習活動を行います。環境保全・持続的な社会づくり、そして

地域活性化に貢献するのがこの教育プロジェクトのねらいです。今回の公演はその一環として行われるものです。

大学の学生・教職員のみならず、地域の方々の参加を期待しています。  
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 [お問い合わせ]   

東京学芸大 「多摩川エコモーション」（現代ＧＰ） 事務局 （担当： 二ノ宮） 

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 東京学芸大学 環境教育実践施設内 

TEL.042-329-7862／7861 FAX.042-329-7669  http://www.u-gakugei.ac.jp/GP/ 

１． JR 中央線「武蔵小金井駅」下車 

北口改札前より京王バス「小平団地行き」 

学芸大正門下車 

２． JR 中央線「国分寺駅」下車北口より徒歩約 15 分


